宅地建物取引業の営業をしていたことの申立書
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　文の一例

長崎県知事　様　
商号又は名称
主たる事務所の
所在地
代表者氏名　　　　　　　　　　    
この度、宅地建物取引業者免許更新申請にあたり、平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日の間、取引の実績がありませんでした。この間事業を休止していたわけではなく、営業しておりましたが、結果として実績に結びつきませんでした。
今後はさらなる営業努力をなし、取引実績ができるように事業に励む所存でありますのでよろしくお願いします。
　　　　以下、記載不要

-----------------------------------------------------------------
宅地建物取引業法
（免許の取消し） 

第六十六条 　国土交通大臣又は都道府県知事は、その免許を受けた宅地建物取引業者が次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該免許を取り消さなければならない。 

一 　第五条第一項第一号、第三号から第三号の三まで又は第八号の二に該当するに至つたとき。 
　　　　　　　　　　　　　　　　～　略　～
六 　免許を受けてから一年以内に事業を開始せず、又は引き続いて一年以上事業を休止したとき。　　　　　　　　　　　 ～　略　～　　　
